
第 3 部　がんを知る
第1章　がんのことで知っておくこと

175

■ 補完代替療法は内容をよく吟味して
補完代替療法とは、通常、がん治療の目的で行われている医療（手術や薬

物療法〔抗がん剤治療〕、放射線治療など）を補ったり、その代わりに行う
医療のことです。健康食品やサプリメントがよく注目されますが、鍼

はり
・灸

きゅう
、

マッサージ療法、運動療法、心理療法と心身療法なども含まれます。
がんの治療にはいろいろな方法があり、治療後の療養生活が長いことや

進行の様子によっては、治療そのものが難しい場合があることから、手術
治療や薬物療法、放射線治療といった標準的にがんに対して行われる治療
のほかに、いわゆる“民間療法”や“代替療法”と呼ばれる、補完代替療法に
関心を持つ患者さんや家族は少なくありません。

補完代替療法についての情報は、書籍やインターネットにも多くあります。
どのような目的で、どのような効果を期待して使うのかなど、補完代替療法
の情報を見るときには、その内容についてよく吟味する必要があります。

■ 補完代替療法の情報を集める
補完代替療法に関する情報を収集し、検討する上で参考になるウェブサ

イトです。ぜひ、活用してみましょう。
◎	国立がん研究センターがん対策情報センター

　		「がん情報サービス」（http://ganjoho.jp）内の代替療法（健康食品やサプリ

メント）のページ

補
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完代
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替療
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法を考える
がんの代替療法（民間療法）を使用するときには
必ず担当医に相談し、自分にとって本当に
必要なものか、慎重に検討しましょう。
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◎ 国立研究開発法人 国立健康・栄養研究所

　  「『健康食品』の安全性・有効性情報」（http://hfnet.nih.go.jp/）

◎ 厚生労働省「『統合医療』に係る情報発信等推進事業」

　  「統合医療」情報発信サイト（http://www.ejim.ncgg.go.jp/）

■ 補完代替療法の有効性と安全性の評価を知る
一部の補完代替療法については、その評価を科学的に行ったり、これま

での研究を整理する取り組みや、それに基づいた効果や安全性の評価が専
門家、研究者によって行われています。これらの結果は「有効性が科学的に
確認されている」というものではなく、多くは「効果は未確認だが、重大な
害を及ぼす可能性は低い」という、いわば消極的な容認の判定がなされてい
ることに留意する必要があります。また、通常のがん治療の効果を弱めたり、
がんの危険を高めることから「使うべきではない」という判定がなされてい
るものもあります。

■ 補完代替療法について、必ず担当医に相談しましょう
集めた情報が正しいのかどうかを見分けるのは難しいものです。関心の

ある補完代替療法があれば、その中身について、まず担当医や看護師など
に意見を求めてみましょう。あなた自身の体の状態や病気の進行度、受けて
いる治療の内容も踏まえた上で、よく検討することが大切です。
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■ がんに対する治療効果が
　科学的に証明されたものはありません
補完代替療法には、治療効果、つまりがんの進行を遅らせる、生存率

  P208を高める効果が証明され、治療法として勧められているものは現段階
では1つもありません。従って、効果が期待できる治療法として見なされて
いません。同じく、吐き気やだるさなど、がんに伴う症状を和らげるための
代替療法についても、治療法として勧められると判定されているものは、1
つもありません。
補完代替療法を自分や家族で考えるときには、まずこのことを踏まえて

検討する必要があります。

i
関連情報

  P139「薬物療法（抗がん剤治療）のことを知る」

  P150「放射線治療のことを知る」

あなた自身に問いかけてみましょう

● この補完代替医療は、自分に合っていると思えるか。

・この補完代替医療は、心地よいものか。

・この補完代替医療の施行時間は、長すぎないか。

・この補完代替医療を行うのに、通院距離は遠くないか。

・この補完代替医療を行うのに、予約は簡単に取れるか。

・この補完代替医療を行うのに、お金がかかりすぎないか。

● 補完代替医療を受ける場所やスタッフに不快な気分を感じなかったか。

● 補完代替医療の専門家は、標準的ながんの治療をサポートしてくれるか。

厚生労働省がん研究助成金「がんの代替療法の科学的検証と臨床応用に関する研究班」編集 
「がんの補完代替医療ガイドブック」第２版より一部改変
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